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六
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槽
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周
一
一
周
一
日
a
R
a
w
v
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強
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醤

恵

一
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額
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肝
一
般
市
に
地
方
附
加
税
の
禁
止
規
定

教
畢
的
経
済
事
・
・
・
・
・
・
・
・
丈
向
車
博
士

国
際
債
格
の
理
一
諮
問
，
.
園
・
・
・
文
凪
甲
山
博
士
高
田

諸
山
町
惜
別
、

日
本
何
時
海
上
保
険
の
起
原
蛍
達
説
・
・
千
生
凱
三
耶

韓

日

明

錦

鰍

世

界

の

食

糧

問

題

・

・

・

純

済

事

士

八

木

芳

之

助

定

期

飛

行

機

の

職

能

・

空

間

皐

士
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口

信

男

女

給

税

に

就

て

・

・

経

済

問

中

士

羽

根

盛

一

関

際

移

民

統

計

・

経

済

事

士

金

持

一

部

肘
脅
階
級
の
交
替
性
'

a

・

・

溜

E
Z
益

田

棒

、

雄

疾

病

統

計

瞥

見

法

泉

博

士

財

部

静

治

近
著
外
聞
経
済
雑
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主
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論
題

禁

瞳
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法
事
博
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国

庄
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霧

主宰

世

ー界

の
食
糧
問
題

ノL

木

芳

之

助

人
烈
の
食
糧
問
題
に
闘
す
る
総
て
の
論
争
に
就
て
は
、
経
済

撃
の
費
生
以
来
今
日
に
到
る
ま
で
、

マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
が
根

本
的
役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
。
此
の
人
口
論
の
線
本
思
想
は

自
然
的
叉
は
道
体
的
抑
制
に
よ
っ
て
妨

げ
ら
れ
ざ
る
限
り
、
食
椅
増
加
よ
り
も
土
り
念
速
な
る
歩
調
を

口
増
加
な
る
も
の
は

以
て
進
む
も
の
で
あ
る
と
左
す
黙
に
現
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
?
ル

子
ス
の
人
口
論
に
封
し
て
は
幾
多
の
批
難
攻
撃
が
加
へ
ら
れ
て

世
人
周
知
の
事
買
で
あ
る
。
此
の
人
口
論
の
ご

ゐ
る
と
と
は
、

大
前
提
を
な
す
も
の
は
、
即
ち
人
口
の
不
変
的
増
加
と
土
地
生

産
物
の
増
加
性
の
制
限
主
で
あ
る
。
而
し
て
後
者
を
立
詮
す
る

雑

録

陀
即
介
心
食
糧
問
題

人

た
め
7

ル
サ
ス
は
、
街
ほ
未
だ
充
分
瞭
に
牧
穫
遮
減
法
則
叉
は

土
地
法
則
(
の
目
。
-
N

〈。
E

ち
D
O
T
E自
分
ロ
目
。
L
O
D
O
Z
E
向
。

ι
q

ロ
O
L
g
m
m
ω
2
N
)

の
助
的
安
営
住
を
認
め
て
は
ゐ
な
か
っ
た
が
、

併
し
耕
地
を
蹴
張
す
る
に
つ
引
い
て
、
年
A

の
生
産
額
は
同
積
の

割
合
即
ら
云
ふ
と
比
較
的
に
減
少
し
来
た
る
こ
止
を
是
認
し
て

ゐ
る
。
此
の
マ
ル
サ
ス
の
食
税
増
加
の
制
限
に
閲
す
る
根
本
思

想
は
、

リ
カ
ア
ド
に
伎
で
も
認
心
ら
れ
、

究
に
際
し
で
は

人

n 
符;
日立
V) 
附
力n

{'j'. 
ij. 止
布\~の
セ 空さ
れ額
ド地
耳、 f{
三E の
た研

る
士
地
の
耕
作
に
移
る
べ
き
事
怖
が
論
ぜ
ら
れ
、

又
り

l
ピ
ヒ

(
』
「
戸

1
5
2ロ
亡
命
吉
町
)
は
掠
奪
耕
作
到
論
(
宮
与
g
E
5
2
-
o
)

よ
り
し
て
人
口
論
の
悲
観
論
者
に
左
祖
し
た
。
反
之
ワ
グ

1
ス

ト
ラ
ッ
ト
は
農
業
待
記
の
材
料
よ
り
し
て
、
土
地
法
則
は
事
賓

上
適
用
さ
れ
ざ
る
と
と
を
立
位
せ
る
も
・
共
の
使
用
せ
る
農
業

簿
記
材
料
の
不
備
は
、
l

充
分
な
る
反
設
と
し
て
皐
界
に
認
め
ら

る
誌
に
至
ら
な
か
っ
た
。
今
日
の
園
以
内
最
済
撃
者
は
一
般
に
土

地
法
則
の
作
用
は
按
術
の
進
歩
に
依
て
或
る
程
度
迄
緩
和
し
得

る
こ
ん
」
を
訟
く
も
、
此
の
緩
和
限
界
は
割
合
に
狭
く
、
従
て
食

糧
問
題
解
決
上
或
る
叫
ん
度
ベ
人
目
制
限
の
必
要
を
認
め
て
ゐ
る

第
三
十
巻

五

第

量是

A 

那須崎怖土、人口食縄問題、一七頁以下参照。
詞上肇博士、牧盆涯減法則自箆瓦Aび改造(i陸演論議第一巻一概-0乃至一
一頁}参照。
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雑

世
界
。
食
糧
問
題

録

有
様
で
あ
る
。
土
地
法
則
に
闘
し
今
日
迄
最
も
詳
細
に
研
究
せ

る
所
の
エ
ス
レ
ン
は
云
ふ
『
吾
人
が
一
一
概
叉
は
同
種
の
作
物
を

栽
培
し
続
く
る
限
り
に
於
て
の
み
、

十
一
地
法
則
は
作
用
す
る
。

他
の
農
産
物
の
生
産
、

例
へ
ば
穀
作
よ
り
牧
畜
、
搾
乳
経
健
司

商
用
作
物
栽
培
|
|
此
等
が
可
能
な
る
場
合
に
於
て
ー
ー
に
移

f;j: 
4乍
m 
す
る 叉
もは
の農
で売
は 物
危:の
い加
Ikc' 6 ) ~[ 

1<: 
移
る
場
合

は

土
地
法
則

る
場
合
、

エ
ス
レ
ン
は
畠
産
物
の
無
限

柑
・
川
引
可
能
性
を
伐
や
る
も
の
で
は
な
い
C

M一d

ら
仰
は
ヘ
ン
リ

ー
・
ジ
ョ

l
ヂ、

ア
ト
キ
ン
ゾ
ン
等
に
針
し

ク
ロ

J

ボ
ト
キ
ン
、

て
農
業
生
産
増
加
率
に
は
一
定
限
度
あ
る
と
と
を
認
め
た
る
も

の
で
あ
っ
て
、

ゼ
ヴ
テ
ガ
ス
ト
の
如
き

ゴ
ル
ツ
、

ク
レ
マ

1
、

農
皐
者
も
エ
ス
レ

y
の
設
に
賛
同
す
る
所
で
あ
る
。
然
ら
ば
土

地
法
則
は
動
的
に
考
へ
て
農
業
に
共
の
作
用
を
既
に
及
ぼ
し
て

ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。
叉
人
類
は
此
の
法
則
の
作
用
を
克
服
す
る

何
等
か
の
手
段
を
有
ザ
ざ
る
や
否
や
は

今
後
の
世
界
的
食
糧

問
題
を
解
決
す
る
上
に
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
と
一
去
は

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
一
定
の
自
然
的
事
情
の
下
に
於
け

る
農
業
の
生
産
性
主
之
に
依
て
保
詮
さ
る
主
食
糧
範
園
と
は
、

第
三
十
巻

責主
=望

号虎

A 

五

υ農
業
技
術
の
状
態
如
何
、
幻
農
蕗
物
及
び
購
入
す
べ
き
生
産

〔

〈

手
段
の
債
格
闘
係
、
併
に
利
用
し
得
ベ
き
資
本
に
封
す
る
利
子

、.
J

関
係
の
如
何
、

3
農
業
努
働
者
の
勢
貨
の
高
さ
、
小
作
人
の
小

r
・、

作
料
の
高
さ
、
併
に
之
と
閲
聯
せ
る
土
地
所
有
分
配
の
如
何
、

、

ノ

、

ノ

壬
札
日
業
従
業
者
の
智
同
及
び
能
力
、

5
関
際
交
易
併
に
閣
探
的

「

、

「

、

円

平
和
に
依
る
之
が
保
全
等
の
諸
事
情
に
依
作
し
て
ゐ
る
。
此
等

ω諸
織
に
就
亡
詳
論
す
る
は
之
を
他
U
の
凶
叫
ん
待
に
譲
り
、
誌
に

全
世
界
山
食
料
判
生
丙

於
て
は
今
世
紀
の
首
初
以
一
米

日
'ーヨ;己

る
ル
」
云
は
る
i
h

に
拘
ら

か
.
既
に
土
地
法
則
L

支
配
を
受

十
、
人
口
増
加
企
如
何
な
る
歩
調
を
保
ち
来
れ
る
か
を
官
説
的

に
瞭
に
せ
ん
と
ず
る
も
の
で
あ
る
o

勿
論
今
日
の
世
以
の
人
口

及
び
農
業
統
計
は
、

此
の
局
的
を
完
全
に
遂
行
す
る
程
.

充
分

に
正
確
H
A

つ
完
全
な
る
も
の
で
は
左
く

叉
闘
に
依
て
之
を
依

く
も
の
も
少
た
く
は
訟
い
。

世
田
作
戦
争
前
と
蚊
近
と
に
於
け
る
世
界
人
口
を
比
較
す
れ
ば

左
の
如
く
で
あ
る
(
一
千
人
を
車
位
と
す
る
)
。

F. Aereboe. Das Ernηhrungsproblem der Villker un'l die Produktion~
steigerung uerし叩rJwirrsch，Ui(in Weltwirtschaftliches Archiv. 21 Band. 
t!eft _2. '925. S. -'59・l

F. Waterstradt. D:..-s r;ese!z vom ahnehrnenden Bodenertrag jm land-
wirtschaftlichen Betriebe. Thunen-Archiv. J ena. 1. Bd. 1タ>6:S. 639・
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一
九

O
九
|
一
三
年
の
平
均

一
丸
=
三
!
二
七
年
の
平
均

邸
ち
世
界
人
口
は
此
の
期
聞
に
於
て 全

世
界
人
口

、七回
A
、七七一

.八七回・五九)一

ロ

ν
ア
を
除
〈

会
計
界
人
口

一
‘
内
口
閥
、
七
三

一、中
EE--
一
、
六
九
=

七
%
の
橋
加
を
示
し

E

シ
ア
を
除
く
世
界
人
口
は
八

M
の
増
加
を
示
し
て
ゐ
る
。
之

に
封
し
て
世
保
の
主
要
植
物
性
食
糧
日
間
の
増
加
割
合
は
左
表
の

r
k
*
 

如
く
で
あ
る
。
{
一
千
γ
ツ
ベ
ル
、

平一・ー
均三九

年。
の A.

，J、

主年喜荘

一、=z回‘式(〕自

四豆一品、足九回

フ

イ

玉燕大米

八
七
五
、
ロ
ロ
ロ

婆
回
四
昔
、
呈
古
川

官
官
月
五
九
、
八
人
八

黍

一

、

口

A
A
、
主
ニ

馬

世

帯

一

d
九
ユ
.
き
昔

甜

糖

七

九

J

一

九

三

甘

棋

一

去

、

ニ

一

毛

砂

糖

一

金

、

出

一

一

5

内
会
臨
巳
て
〕

葡

萄

抱

一

足

0
.
歪回

内
一
平
リ
ヅ
?
耐
を
早
位
と
す
】

オ

F
I
ず

泊

持

、

口

昌

一

震菜鈴萄難

録

世
界
白
食
鼠
問
題 ツ

エ
シ
ト
ナ
ー
を
照
位
と
す
)

一
九
二
=
一
ー

一~・
4
k
ん

n
，vuuLne

平
均一、

E
D
晶
、
七
五
ニ

国
間
口
、
手
会

舎
一
口
、
口
口
口

問
口
晶
、
z
ロ
ロ

室内、一一一口=一

一、一王吾、占哲吉一

一
.
圭
一
五
、
一
ニ
五

七昔、品吾一一

一台口、
E
唱
(
]

-一証口、思一一一

一方品、丸山尖

七
、
き
石

-
h
D
九
I
士一一

陣
町
年
卒
胞
を
一

O
口
と
J

る
了
九

二一一一
l
コ
七
年
の

年
平
田
め
比
寧一口一一一九屯

一{〕式Cコ".cコニユ
一口同

一一
A

九八
一式一一Z五一ー包，、

コ1盟目 茶煙埼t:週楽腕柿

ヨツ花臨

の
増
加
は
、

-
1
f
v
、:
h
k
L
V
-
1

-ヨドム制
2
4
h
h迄

に
人
口
増
加
よ
り
も
著
し
く

コ
コ
ア

ア

=、
Z
回
4
4

屯・口五八

一=、=一七八
一z.A七七

3ヨド草7' fj) 

-2内、
Cコ

種 種 仁

一一一五、号一一一一

九
八
、
一
回
ん

豆、回六一

目5
長17
1喜子

砂
駒

加
率
に
及
ん
で
ゐ
た
い
。

豆、ロロロ

七、
4
4

一良

一正
J
一一一品

一八、一口=一

会
〆、

旦八八

一
豆
、
喜
一
五

四回.王国一

口晶、一一
5
八

六、六一一一
A

茶
等
の
生
産
相
制

一
九
一
一
四
|
二
八
年
の
穀
物
の
世
界

穀
類
は
人
口
増

生
産
額
も
右
占
略
同
様
で
あ
る
。
{
一
千
む
を
単
位
と
す
)

小ラ卦と玉燕大

イ萄第
三
十
巻

豪華F

ア丸
O
九

i

一
三
年
目
年

平
均一‘

JE--
一-回
J

S
月

自晶玉
.za四回

凡七』晶、{〕ロロ

阿
国
也
、
一
世
宗

室
内
、
八
八
八

一、口
A
A
、し宣言

黍婆選手

E
一
三

年トー
平三九
均八0

年ニ
ι) ~~ 

-、=一史、一元一

回
同
一
、
九
四
回

九一一孟、白口口

四一一向、
A
一一
A

2
吾
、
丸
呈
一

一、一回
Z
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雑

録

世
界
の
食
糧
問
題

を
瞭
に
す
る
た
め
に
は
、

主
要
部
分
を
占
む
る
穀
物
の
生
産
傾
向

全
世
界
の
農
産
物
中
、

ぜユ。
全
世
界
(
ロ
シ
ア
を

合
む
)
の
穀
物
{
米
E

古
む
}
生
述
割

争
一
世
界
(
ロ
シ
ア
を

除
(
)
の
郎
副
吻
r

米
を

合
む
)
生
産
額

全
世
界
(
ロ
シ
ア
色

合
む
)
白
食
川
毅
物

生
産
額

産除全
額〈世

)界

食(
用ロ
毅 y

ヰmア
生を

会
穀
物
の
構
成
を
瞭
に
せ
ね
ば
な
ら

"'~の 1-
7ミ年凋九
一; 平三0
2 均年九
i三一一 一一一

司コ豆、九三一口

.
Z

一一(豆、ヨロ{]干

一-一一一一八、一五回

ー
ニ
七
年
一

白
年
平
均

四ぷ日目、
λ

詣一

回、一-芸、-豆

-
均
月
八
口
、
z
-
7
2

、=
A
品、口語

。|一

年コ九
平八二
均年間

回、丸山世一一、宝ス

回、一--同五、豆昔回

、』官一豆、
z
一品五

一‘三ニ、一七口

ふ
ロ
シ
ア
の
特
殊
事
情
が
、

蕊
に
ロ
シ
ア
を
別
に
取
扱
ひ
た
る
理
由
は

穀
物
の
専
費
を
行

る
や
否
や
を
検
す
た
め
で
あ
っ
た

Q

全
世
の
生
産
額
状
態
を
撹
乱
せ
ざ

ロ
シ
ア
を
除
く
全
世
界
の

金
穀
物
生
産
額
は
、

戦
前
に
比
し
て
一
九
一
一
一
一
一
1
l
二
七
年
平
均

ー
に
於
て
は
五
%
、
食
用
穀
物
(
小
姿
、

ラ
イ
事
昔
、
米
)
は
五
%
増

五
%
増
加
し
て
ゐ
る
。

加
し
、
一
九
ご
問

l
二
八
年
平
均
に
於
て
は
夫
三
九
%
及
び
六
・

?
シ
ア

hz
含
む
入
中
一
世
界
の
会
穀
物
生
産

第
三
十
容

荘
一
四

策

強

丹、
四

額
は
、
戦
前
に
比
し
、

一
九
二
三
二
七
年
平
均
に
於
て
は

%
、
食
用
穀
物
は
問
・
五
%
の
増
加
を
示
し
て
ゐ
る
。
市
し
て

全
世
界
の
人
口
一
入
賞
り
の
穀
物
消
費
高
は

戦
前
に
於
て
は

了
四
七
む
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
に
は
了
間
三
山
止
な
り
、

シ
ア
を
除
く
世
界
に
於
て
は
、
一
人
営
り
消
費
高
は
夫

A
Z

八
白
及
び
一
三
一
一
一
一
一
山
と
な
っ
て
み
る
。

然
ら
ぱ
此
の
一
人
営

れ
り
の
穀
物
的
費
制
の
誠
少
は
如
何
な
る
却
一
出
川
に
基
く
も
の
で
あ

ら
う
か
。
之
は
文
化
の
進
歩
に
伴
ひ
穀
類
治
費
額
が
減
少
し

他
の
食
糧
口
問
(
肉
類
、
果
賞

野
菜
等
)
の
消
費
が
培
加
せ
る
結

果
で
は
な
か
ら
う
か
。
此
の
傾
向
は
北
米
合
衆
園
、
漆
洲
、

ナ
ダ
、
西
部
及
び
中
部
欧
洲
に
於
て
瞭
に
看
取
さ
れ
得
る
所
で

あ
る
。
例
へ
ば
合
衆
闘
に
於
て
は
一
九
O
川
年
よ
り
一
九
一
九

年
迄
に
一
人
営
り
の
穀
物
消
費
量
は
一
O
%
、

一
九
一
九
年
よ

り
一
九
二
三
年
迄
に
は
更
に
一
二
%
減
少
し
て
ゐ
る
。
濠
洲
に

於
て
は
戦
前
に
比
し
て
九
%
弱

カ
ナ
ダ
に
於
て
は
一
六
%
強

減
少
し
、
濁
逸
に
於
て
は
一
O
%
減
少
し
て
ゐ
る
。
英
吉
利
‘

仰
蘭
四
に
於
て
も
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
反
之
ロ
シ
ア

及
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
於
て
は
戦
前
に
比
し
六
%
の
増
加
を
示 ロ

'927. S.4. 
那須博士、同書、ニλ頁。
以下山統計監字は、 K.KIttenDIe IVelterzelIE11flzan ArarproduKIer1(111 
berichte uber Landwlrtschat Bd.XL Heft L E030.6.21449)に擦る。
以下ドツペル・ヴエシトナー (Doppelzentner)軒示すに dzなる略競走用」、。
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しし
て
ゐバ
る yレ。l町カ

倫ン
ほ諸
会図
世、

界
区〉

人
件!t... 

曲
り
の
消
費
量
の
減
少
f'C 

拘

東
洋
方
聞
に
於
で
も
多
少
の
増
加
を
一
不

ら
中
、

世
界
市
場
へ
賢
さ
る
L
穀
類
の
額
は
増
加
し
て
ゐ
る
。

之
は
一
一
間
職
問
固
に
於
け
る
耕
地
の
披
張
に
基
〈
'N
」
共
に
、
他

聞
に
は
輸
出
園
の
一
入
賞
り
の
治
費
量
の
・
減
少
に
基
く
も
の
で

あ
る
o
世
界
市
場
へ
粛
さ
る
L
穀
物
綿
査
は
左
の
如
く
で
あ

る。

(
一
千
也
軍
位
)

小小

一
向
。
九
一

一
一
一
年
の
年
平
均

一昔日、内口也

吾
一
、
骨
量

一品、九内ん

五、一回一石

き、

g口

一
九
二
四
l
一一

七
年
内
年
平
均

一AD
、王同巴屯

害一、
A
且一一

一八、菩百
一、同九占

点
{
]
、
ロ
ロ
ロ

重F

喜事

粉重手粉

ラ

イ

プ

革手

イ

米

市
し
て
全
世
界
の
穀
物
(
小
姿
、

-7
イ
萎
.

燕
姿
‘
占
へ
姿
、

萄
黍
、
米
)
の
栽
培
面
積
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

(
一
千
へ
ク
タ

ー
ル
を
用
位
と
す
)

穀
助? の完

栽去年完
培 -:歪ム
同夫内霊
平~% ~一一{

ほ完歪

職三竺
首u '"ー
に会空

比正幸
し--'2ーーー

d、* '

fL "';美
二者 年
同一二一一一

!芸~
.... ムー

八去一士
山=一

長考雲
2[-i g l'正
均 D

線

能

世
界
の
食
糧
問
題

玉

し
て
、
約
四
・
六
M
m
の
増
加
を
示
し
て
ゐ
る
o

穀
物
の
耕
作
面

誌
の
増
加
率
は
穀
物
産
額
の
世
界
的
増
加
率
と
略
同
一
比
率
を

示
し
て
ゐ
る
。
此
の
結
よ
h

り
す
れ
ば

マ
ル
+
ス
の
云
ふ
如

く
、
耕
地
を
盟
問
張
す
る
に
つ
れ
て
、
年
々
の
生
産
額
は
削
績
の

で
あ
る
。

割
合
に
比
し
て
、
減
少
を
来
た
す
も
の
と
は
断
言
し
得
な
い
の

読
茶
及
び
果
震
に
就
て
は
、
人
口
禍
加
率
よ
り
も
、
ぃ
a
h
r

著
し

き
生
産
増
加
を
示
し
て
ゐ
る
。
然
し
統
計
的
に
は
数
ケ
閣
に
つ

い
て
立
読
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
士
千
晃
瓦
を
車
位
と
す
)

会

関

前l

呆 読

丑?
働
蘭
阿

林
檎
及
び
梨

夜

夜

伊
太
利第

一
一
一
+
巻

平一一
均三九

年O
D 九
年|

来

一一一一、回当一

質

間口、
A
三一一口

二一、
Z
4
2

啓一、回島内

五
一
五

平ニ-
;!!;J ;j.九

年二
の四
年|

四五豆、七同九

也=、九=九

六
五
、
Z

口同

ニ丸、-完

第
三
競

間四0'"一
彦!口年九
都二三'fじ
のλ宮駒九
比年る "'1
年O)-!m-

年九金三
平二年

三五・五
一八一・一

夫・
-回口・一

八
五

但l-，dzは我がエ育斤に偉る。

K. ~itter， a. a.， O. S. 12. 33. 
K. Ritter， Landwirtscha白lic~e Entwicklung:stendenzen in der Welt (iu 
~eitschrift fur die gesamte Staatsv司¥I'is:，enscbaft.87・Bd. 2 Heft. '929' 
S. 328. 329・330
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雑

録

世
界
の
食
糧
問
題

熱

帯

果

賞

新
鮮
な
る
呆
質

問
班
牙

熱

帯

泉

質

玉

葱

一AA、
昔
話
回

七
五
五
四
九

五
一
{
〕
、
占
円
台
ニ

一
五
ニ
、
一
塁
回

ト

-司P

品
、
苦
又

ト

英 3冒
金吉全 会主 車

耳目1 2 
( 畑

呆 輸 果議 入
入額

質管資築主
示す
す)

j、、d 恒三三

さえ室

宝毛 見
グ匂 ー o省

10) 

日

本

大
毘
元
年

貫

瓜
三
、
号
一
=
J
一
五
八

豆
、
回
目
点
、
白
石
五
一

六
口
品
、
一

zh

果
質

~、-.

葡枠

萄檎

A
、
Z
A
一
、
九
ロ
ル

ヨ
一
、
完
章
一
、
四
回
目
一

四

Z

量、
D
t
T

一

一口一一、{〕唱一

六九回、一孟一五一

一七阜、
Z
-
A
A

A
A、
内
口
角

同
口
一
、
一
石
且

山首ん岡、五(]山田

一、一五一。一一、

Z
4一

昭
和
元
年

六
一
、
七
回
Z
、
z一九点

一
一
ニ
、
一
完
入
、
六
八
回

エ
、
金
品
{
]
、
一
一
均
一

-
玉
、
口
一
点
、

z
h省

一
己
、
A
Z
点
、
一
回
目

家
畜
の
増
加
に
つ
い
て
見
る
に
左
の
如
く
で
あ
る
。

(
百
高
原
告
翠
位
止
す
)
。

九一

-z

一
回
四
・
肯

三一五・
An

--五・一一一

戸
五
角
・
ニ

一
五
五
a
A

4
0
泊・=

大
正
元
年
の
産

額
を
一

C
C
と

す
る
昭
和
元
年

の
痔
額
比
率

一一一六五・均

四
一
三
・
回

同

A
h
・
=

吉

一一三三-Cコ
九
九
五
・
口

アアア
フジメ
リ ア リ f州
カ〆ーヘ力〆ー町、

支ロ をロ
那シ 合シ
をア むア
除及 、J

(び
、ー，〆

き=-三宗
- 主三 "" ・4 三五

f電 J、"'-三三 ーー・

第
三
十
巻

.~ 
欧

洲
(
ド
昨
日
)

ア
メ
リ
カ

ア
ジ
ア
(
町
三
和
げ
献
仰
)

ア
フ
り
刀

欧午合 濠

;1'トf旧

欧羊合濠

計 測

五
一
六

九

年

Z
A
、

回
回
、
=

喝
、

h

p

d

J

 

一、山田

戸嶋

一司一、、
ニ~i" .:;I't.. 

一
五
A
.
北

アアア
フジメ
リアリ 測
力〆戸、カ〆戸『

支ロ をロ
那 ν 合シ
をア も‘ア
除及 、J

( L戸
、、./

支旦望
、、、

... ，;、 監軍事

合濠

洲計・

エ
ヨ
ズ
、
-

一
口
晶
、
三

六()晶、一

第

貌

一
九
二
七
年

亘
回
、
ニ

天c:， 
、

，、〆、、
合
、
五

望
夕.

吾
、
五

一
温
、
五

豆
一
党
、
回

ユ
四
九
、
九

g、
古

陸軍

三三、
"" 

A
回
、
昌

-
一
五
、
均

六回
A
六

/¥. 
プミ一

九
-
三
年

を
一

(
U
O
と

す
る
-
九
二

七
年
目
比
卒均品

耳
、
四一、

一一，、

E玉章

同，、-
D
A川

-
Cコ

j、
孟r否

一七 頁

Cコ，.、

-，、、

空 会

東京市政調査舎、農村協同組合と都市中央卸賀市場.

5ミ完口
三五;t 。 -

J司，;、

10) 



欧豚

洲(ぷ一
U

)

F、
"" 、豆毛

占均一一、也

ア
メ
り
カ

金、回

タ~
cコ、

ア
ジ
ア
(
計
炉
げ
脚
内
)

A
、五

八
、
五

ア
フ

p
カ

一、点

一、王

語2

世H

、

、
" 

合

計

J、ー

宅"、

一一円}耳、回

e
'
'
r、
卜

r

、

R
を
防

k
u
他
の
純
て
の
出
家
畜
は
平
均
し
て

人
口
増
加
を

越
ゆ
る
増
加
率
を
一
小
し
て
ゐ
る
G

而
し
て
馬
の
減
少
は
機
械
カ

に
よ
る
馬
匹
の
交
代
を
一
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、

馬
芭
の
減
少
は

寧
ろ
人
類
の
楼
養
に
供
せ
ら
る
、
食
粧
の
増
加
を
一
試
す
も
の
で

あ
る
。更

に
畜
産
品
た
る
牛
酪
M
A

ぴ
乾
酪
の
世
界
市
場
に
が
け
る
取

引
高
を
示
せ
ば

左
の
如
き
増
加
L

と
な
ワ
て
ゐ
る
。

(
官
官
む
を
程
位
と
す
}

一
九
O
九
年
l
l

一
九
二
三
年
|
|

一
三
年
の
年
平
均
二
七
年
の
年
平
均

一
九
二
四
ー
ー

一
入
年
の
年
平
均

牛

圏在酪

ヨー、

... 、

回、九

、
2三

粉 乾

官、

Z
、回

字L

一、三五

一、屯

Z.z 

雑

録

世
界
の
食
糧
問
題

9 
品2ミ-.. グL

j 可E
= 
~ 

-Cコ
*-

戦
前
(
一
九

O
九
1

1
一
三
年
)
に
於
け
る
英
吉
利
、
濁
逸
、
白

を一

O
Oと
す
れ
ば
、

耳
義
、
倒
蘭
西
及
び
其
他
の
聡
入
園
の
右
畜
産
品
の
金
一
輪
入
額

一
九
二
四
|
|
二
八
年
の
平
均
に
於

.亡

牛
酪
は
一
四

0
・
五
に
、
乾
酪
は
一
三
=
一
・
四
に
増
加
し
て

ゐ
る
。最

後
に
主
た
る
出
家
禽
た
ろ
難
の
数
及
ぴ
人
口
百
入
賞
り
の
匹

教
の
増
加
を
一
不
叶
ば
左
表
の
如
〈
で
あ
る
。

難
血
監
(
有
高
田
を
単
位
tr

す
る
)一向一百一年

濁島北
衆

逸岡米

三宣言三
二£五年

英 和
吉

本芹Ij蘭抹

了

zz、五
一角、正

日

一
三
年

芸
品
、
五

六回、一

同
七
回
豆

七
五
、
八

人
口
官
人
首
山
り
の
難
の
厳

4
4

一Z年-一一回

-
一
口
、
七

一九三年

一
き
豆
年

己
cコ

~， 

口
、
五

ヨ-Cコ
ー

宮司

王

毛主三
、cコ

4孟ニユ

宮
毛
、
口

一
ロ
エ
、
五

ご

也

亘

ヨ-~ 
S正

同
口
五

"ι 

旦"-

"" 

会

f苦
〆、

= -"守

-J、
F宣';;.~~ 

右
の
如
き
顛
箸
た
る
増
加
が
示
さ
れ
て
ゐ
一
。
而
し
て
養
難
の

増
加
は
難
卵
産
額
の
増
加
と
な
っ
て
一
示
さ
れ
る
。
今
日
世
界

る。の
難
卯
の
主
要
輸
出
閣
の
輸
出
貴
を
一
示
せ
ば
左
の
如
く
で
あ

第
三
+
巻

五
一
七

第

貌

八
七



雑

銭

一
千
む
を
車
位
主
す
る
。

ロ

シ

ポ

ヲ

シ

オ

ー

ス

ト

リ

ア

ハ

ン

ガ

リ

ー

ユ
ー
ゴ

1
ス
ラ
プ

フ

月J

方

リ

ア

フ戸

" 
『司F

オ

ラ

ン

A ご

ノレ

ギ

支北

米

合

衆

図

其

他

D

諮

問

合~ll 

世
界
四
食
糧
問
題

一九
O

丸

i
一

三
恒
干
の

年
平
均

ドア
、--.--

、
口
一
一
一
、
台

一
九
二

五

年

|

二
七
年

の
年
平

均七
一
品
、
D

Z
ニ
園
、
口

一点、国

町一一一
.
0

七 一
年九

九
回
一
問
、
口

六一
4

品
、
司

人一四、口

一一一五、口

五一一
A
、口

七
(
〕
孟
、
。

ヨ一口五、

o

-
金
口
、
司

=
一
五
、
口

一
、
口
一
弐
、
一

耳
、
古
車
口
、

水
産
統
計
を
奉
ぐ
べ
き
も
、

殿
前
に
比
し
て
右
の
如
き
斡
問
増
加
率
を
示
し
て
ゐ
る
。

ヨー

出

一
、
ニ
口
玉
、
九一、

ク

宗
口
、

タザ

一九九、
A

イ

J、
三五、
jω 

那

一一昔八、
~ι

会
一
.
回

↓
石
八
、
白

計

回
.
里
担
一
、

駿

一
一
七
、
五

豆
一
品
、
-
一

六
己
売
一
一
一

=
-
ニ
、
古

九回豆、一一一

エ{〕一一、口

一
、
一
五
昔
、
回

豆
、
三
一
一
品
、
=
一

Cコ
Cコ

一
一
五
・
屯
瓦

プ
九
口
九
『

=
-
一
九
中
明
年

平
問
屋
M
m
そ

-ou'h

，
 

る
一
九
二
七

年

m
謂
甑Cコ

ヰ
zz一一

哩

ニーセ

E 

Cコ
担込

，、

杢
世
界
そ
問
題
と
す
る
限
り
、

共
他

第
三
十
巻

五
一
八

第

競

八
λ 

自
の
所
完
全
な
る
資
料
を
獲
得
し
得
な
い
。

亙

右
に
患
げ
た
る
数
字
に
よ
り
、

一
九

O
九
年
以
来
今
日
に
至

る
迄
、

よ
り
念
迷
に
増

世
界
の
食
糧
は
人
口
増
加
に
比
し
て
、

加
し
た
る
と
と
を
知
り
得
る
で
あ
ら
う
。
殊
に
穀
物
以
外
の
農

産
物
に
於
て
は
、

此
の
鵡
勢
が
殊
に
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

従
て
今
日
の
所
、

全
世
界
を
問
題
と
す
る
限
り
、

食
糧
問
崩
に

封
し
て
は
過
度
な
る
悲
観
論
を
樹
つ
る
を
要
せ
な
い
。
然
れ
ど

も
我
閣
の
如
く
、
園
民
食
糧
が
特
殊
な
る
日
本
米
に
備
す
る

限
り
、

我
が
閣
の
食
糧
問
問
閣
の
解
決
は

諸
外
閣
に
比
し
て

一
暦
困
難
な
る
も
の
た
る
と
占
を
完
悟
ぜ
-
な
け
れ
ば
た
ら
な

u、。

メ入
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